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45)． 
 なお本節では言語教育の地域的多様性を「社会化」の観点から探ったが，

性別についても最後に一考を加える．権艶美(2017)は華東朝鮮族週末学校に

子どもを通わせる親にインタビューを実施しているが，その中で両親共に朝

 
45) 本稿で扱った朝鮮族学校の所在地域と延辺の位置関係をまとめると別図（Google 
Map(https://www.google.co.jp/maps/：2021 年 1 月 29 日閲覧)をもとに筆者が作成）のよ

うになる．本稿では，言語教育の多様性の背景にある「社会化」の度合いを「上海市＞北

京市，青島市＞大連市」と考えたが，別図から明らかなように朝鮮族自治州である延辺か

らの距離と同順序になる点が非常に興味深い．本稿で扱った地域は交通機関が発達し，地

域間の移動も比較的容易であり，移動にかかる時間と地理的な距離はほぼ比例するため，

時間的距離と空間的距離を一括して捉えてよい．延辺は少数民族の自治州として中国漢族

社会への適合度が，他地域より低いが，その延辺からの距離と「社会化」の度合いが比例

し，延辺朝鮮族自治州から遠いほど，漢族社会への適合が求められることになる．本稿で

繰り返し言及される「東北地域との近接性」が「社会化」において非常に大きな要因であ

ることが示唆される．オンラインの発達により時空間を越えたコミュニケーションが可能

になっているが，人の移動及び在住にはやはり地理的な距離が大きな影響を与えると言え

るかもしれない．ただし交通上直接アクセスできず，時間的距離と空間的距離が一致しな

い地域も対象とした場合，どのようになるかは検討が必要であるため，本稿では注での指

摘に留める．例えば，新井他(2019)では東北地域吉林省通化市の朝鮮族学校についても調

査を行い，延吉市，大連市より「社会化」の程度が高いと述べている．調査時の 2017 年

当時通化市へのアクセス手段は限られており，他地域からの空間的距離とは対照的に時間

的距離は遠いものであった． 
 

 
別図 本稿で扱った朝鮮族学校所在地域と延辺  
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